
「人権の花運動」は、次世代を担う小学
生が協力して花を栽培することにより、優
しい思いやりのある心を育むことを目的と
して、和歌山県人権啓発活動ネットワーク
協議会主催で毎年実施されています。
今年は、新型コロナウイルス感染症によ

る休校を受けて、審査及び表彰は行われま
せんでしたが、主催者より山田小学校及び
田村小学校に感謝状が贈呈されました。

10月29日㊍、大規模災害発生時に湯浅警
察署の代替指揮所として、立地が近く海抜
の高い養護老人ホームなぎ園を一部使用で
きるよう、湯浅警察署と有田郡老人福祉施
設事務組合が協定を締結しました。

11月５日㊍湯浅小学校にて、大地震と津波の発生を
想定した避難訓練が行われました。今年は、新型コロ
ナウイルス感染症対策として２学年ずつ計３回に分け
て訓練を行いました。避難の心得「お（押さない）・
か（駆けない）・し（喋らない）、も（戻らない）」
を徹底し、湯浅警察署のご協力を得て、安全でスムー
ズに役場まで避難することが出来ました。
実際に災害が発生したときに、自分の命は自分で守

ること、助け合いの気持ちを大切にすることをみんな
で再確認しました。

第38回「人権の花運動」第38回「人権の花運動」 災害発生時の湯浅警察署代災害発生時の湯浅警察署代
替指揮所設置に関する協定替指揮所設置に関する協定
の調印式が行われましたの調印式が行われました

湯浅小学校にて避難訓練が湯浅小学校にて避難訓練が
実施されました実施されました
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例年実施している、湯浅町青少年健全育成「ふれあい標語」の募集が今年度も行われ、小学生の
部、中学生の部、耐久高校生・成人の部で総数８６９点もの応募があり、厳正な審査の結果次の方々
が選ばれました。
今年は、新型コロナウイルス感染症の影響で、授賞式等の式典は中止となりましたが、各受賞者には、

本町青少年育成町民会議の平林会長から各学校にて、表彰状が手渡されました。

「ふれあい標語」入賞者決まる
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